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・但し、連名者で非会員の場合は正、学とも消してください。年齢は４月１日現在でご記入下さい。
· このWORD File に記入してインターネット・メールで申し込みを希望される方は、事務局（「村上」までまで研究発表申し込用WORD File を請求して下さい。<murkakami.masahiro@kochi-tech.ac.jp>

・提出は１枚でけっこうです。控えは、コピーしてご自分でお持ち下さい。
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絶滅危惧植物(ベニオグラコウホネ・ナガエミクリ)の生態環境特性と河川環境管理
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－高知県奥田川を対象として－

○坪田　恵美（高知工科大学・大学院）、馬淵　泰（高知工科大学）、村上　雅博（高知工科大学）
1.背景

奥田川は高知県いの町八田・池ノ内地区に位置し、仁淀川中下流左岸の支流の一つである。当地域では、1975年、台風5号による大雨により237戸の住宅(120ha)が浸水する災害が発生した。これを機に、3年後の1978年に治水を目的とした小規模河川改修事業が認可され、現在に至っている。河川改修事業を行う過程で、建設省の通達「多自然型川づくりの推進について」（1990年）や河川法の改正（1997年）では、「治水・利水」に加えて、「環境保全」と「住民参画」という新たな目的が加わった。さらに、流域住民の環境意識が高まり、奥田川においては絶滅危惧植物(ベニオグラコウホネ・ナガエミクリ)が確認されたため、環境保全にも配慮した新しい河川改修計画の全般的な見直しが必要となった。現在では、多自然型川づくりの概念を導入した河川改修や行政・住民・学識経験者等による意見交換会が行なわれ、エコトープの導入を検討している。しかし、エコトープ内への移植を確実にするためには、絶滅危惧植物の生態水理環境を明確にし、ミティゲーション手法を適用して移植後の絶滅危惧植物の持続的な保全を行うための検討が不可欠である。

2.目的

本研究の目的は、奥田川のエコトープ導入時に絶滅危惧植物の移植を確実に行うため、絶滅危惧植物の生育環境を明確にし、水質環境の視点から留意点を提示することと、絶滅危惧植物を持続的に保全するための河川環境管理モデルを提案することである。

3.水質と絶滅危惧植物の調査

奥田川の中流部では、天王ニュータウンから下水処理水が流入している。そこで下水処理水流入前後の河川の水質環境に着目して、水質と絶滅危惧植物（ベニオグラコウホネ・ナガエミクリ）の調査を行い、両者の関係を明確にする。

水質調査は、下水処理水の流入前後の川の水を採水し、代表的な水質指標であるBOD、全窒素（T-N）、リン（PO4-P）等について月一回の頻度で水質分析を行なった。同時に絶滅危惧植物（ベニオグラコウホネ・ナガエミクリ）の生育数や生長量の変化及び生育場の水深・流速等を測定した。

4. 水質と絶滅危惧植物の結果と考察

河川の代表的な水質指標のBOD、全窒素（T-N）、リン（PO4-P）は、下水処理水流入後の濃度が高く、富栄養化傾向を示している。しかし、中流2地点付近にはベニオグラコウホネが生育し、またその地点より下流にも絶滅危惧植物が生育しているため、富栄養化傾向であっても生育できると考えられる。
また、全窒素（T-N）とリン（PO4-P）に関して上流から中流1にかけて濃度が低下している。その理由として1)水生植物による全窒素（T-N）やリン（PO4-P）の吸収・吸着効果、2)地下水が奥田川へと流れ込んでいることによる河川水質の希釈効果の2点が考えられる。


今回の調査では、絶滅危惧植物（ベニオグラコウホネ・ナガエミクリ）は水質（富栄養化）による直接的な影響を受けてはいない。しかし、生命力の強い周辺の植物が富栄養化の影響により急成長し、絶滅危惧植物（ベニオグラコウホネ・ナガエミクリ）の生育場を侵食している。

5.エコトープ導入に関する留意点

エコトープ内へ絶滅危惧植物を定着させるためには、他の植物からの侵食を防ぐ適切な護岸の植生環境管理が必要である。そこで、絶滅危惧植物を保全するためには、将来の河川環境管理に向けての管理体制や運営モデル等の検討が必要と考えている。

また、奥田川流域は石灰岩を多く含む斗賀野層が分布し、流域の北西にある浦木山の地下水が河床へ流れ出ている。湧水河川に生息する傾向があるナガエミクリにとっては生息しやすい環境にある。そのため、エコトープの導入に当たって、現在の奥田川の河床とエコトープの河床は同じ標高に設計し、地下水流を保全することが必要である。
6.流域住民に対する意識調査と結果

流域住民の奥田川に対する意識を把握することを目的として、1月28日・29日に住民意識調査を実施した。訪問面接法を用いて実施し、179部のアンケートを回収した。

住民意識調査の結果は、奥田川の環境(景観・水質)に関して60％以上の人が悪化していると答えた。また、絶滅危惧植物に関して121人（72％）は、絶滅危惧植物が生息していることを知らず、奥田川の生物に対する関心が低い。エコトープ導入後、絶滅危惧植物の保全を行うための河川環境管理活動の参加意思を聞くと、122人（72％）から参加したいという回答が得られた。

7.河川環境管理活動の具体的な提案

住民意識調査から得られた結果をもとにして、河川環境管理を行なう上での各組織の役割を提案した（図４参照）。流域住民の代表者と小・中学校の代表者、大学・NPO、地方自治体の3つの組織で企画し、その企画案を住民等に広報してからボランティアを募り、3つ組織にボランティアを含めた4つの組織でイベントや環境管理活動を運営していく形である。

具体的な運営にあたっては、子供の環境教育を中心とした野外学習やイベントを定期的に実施する。その内容として、環境管理活動を1時間～2時間程度行った後、環境教育(水質実験・動植物の観察等)の実施計画を検討する。

8.今後の課題

· 奥田川に生息している水生植物等による自然浄化作用の評価

· 継続的な絶滅危惧植物の生態水理調査の実施

· 今回の提案内容を住民や各組織に提示し、今後の実施案の内容を充実させる

· 流域の地下水流動と奥田川の基底（地下水）流量の調査
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	●任意のA4サイズの上質紙を用いて、上下左右のマージン（余白）設定は全て25mmを標準として下さい。
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	マージン設定＜＜上下左右すべてを25mmの余白として下さい＞＞
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図１　BODの変化
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図 ２　全窒素（T-N）の変化





図　３　リン（PO4-P）の変化








図 ４　河川環境管理のイメージ
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